
４
月
９
日
、
４
者
・
４
団
体

は
、
４
党
か
ら
提
示
さ
れ
た
解

決
案
で
「
和
解
」
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
政
府
の
解
決
案
は
、

１
、
原
告
に
対
す
る
和
解
金
＝

一
人
平
均
１
５
６
３
万
３
７
５

０
円
（
高
裁
判
決
金
利
子
込
み

１
１
８
９
万
３
７
５
０
円
、
訴

訟
費
用
等
３
７
４
万
円
）
。

９
１
０
世
帯
約
１
４
２
億
円
。

２
、
団
体
加
算
金
（
４
者
・
４

団
体
に
対
す
る
団
体
加
算
金
）

＝
５
８
億
円
。
総
額
（
①
＋
②
）

＝
２
０
０
億
２
６
７
１
万
２
５

０
０
円
、
一
人
当
た
り
（
９
１

０
人
）
と
し
て
約
２
２
０
０
万

円
。
※
団
体
加
算
金
は
、
今
後

の
原
告
等
の
就
職
活
動
、
自
営

業
の
資
金
等
に
活
用
可
能
と
し

て
い
る
。

３
、
雇
用
問
題
＝
①
Ｊ
Ｒ
北
海

道
、
九
州
等
の
各
社
を
中
心
に

２
０
０
名
位
の
採
用
を
要
請
す

る
。

②
他
の
雇
用
に
つ
い
て
も
政
府

と
し
て
努
力
す
る
。

４
、
政
治
解
決
に
あ
た
っ
て

①
上
記
１
か
ら
３
に
つ
い
て
は
、

こ
の
完
全
実
施
を
も
っ
て
の
政

治
解
決
を
強
く
要
請
す
る
。

②
雇
用
問
題
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に

お
い
て
も
人
道
的
見
地
か
ら
、

全
面
的
な
受
け
入
れ
を
強
く
要

請
す
る
。

③
上
記
１
の
和
解
金
及
び
上
記

２
の
団
体
加
算
金
に
つ
い
て
は
、

解
決
金
と
し
て
一
括
支
払
う
こ

と
が
望
ま
し
い
。

④
以
上
の
政
治
的
合
意
に
基
づ

き
、
裁
判
上
の
和
解
を
行
い
、

す
べ
て
の
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
。

以
上
の
解
決
内
容
で
民
主
、

社
民
、
国
民
新
、
公
明
、
各
党

が
幹
事
長
名
で
政
府
に
申
し
入

れ
、
４
党
と
国
交
相
・
財
務
相
・

内
閣
官
房
長
官
の
７
名
が
署
名
。

４
者
・
４
団
体
も
４
月
12
日

に
正
式
に
受
け
入
れ
確
認
書
に

調
印
。
今
後
、
被
告
で
あ
る
運

輸
機
構
が
こ
の
解
決
案
を
受
け

入
れ
、
組
合
側
は
６
月
を
目
途

に
訴
訟
の
取
り
下
げ
を
行
い
、

「
和
解
」
の
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
な
る
。

会
見
で
、
国
労
高
橋
委
員
長

は
「
24
年
目
に
し
て
、
解
決
の

大
き
な
扉
を
開
く
こ
と
が
で
き

た
」
と
政
治
決
着
を
導
い
た
政

党
関
係
者
や
、
23
年
間
支
援
を

続
け
て
く
れ
た
関
係
者
に
感
謝

し
た
。
た
だ
し
、
雇
用
問
題
に

つ
い
て
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

路
頭
に
迷
わ
な
い
解
決
の
実
現

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

国
労
は
４
月
26
日
、
第
78
回

臨
時
全
国
大
会
を
開
催
し
、
第

１
８
０
回
拡
大
中
央
委
員
会
以

降
の
経
過
や
、
当
面
す
る
具
体

的
取
組
（
①
裁
判
上
の
和
解
手

続
、
②
Ｊ
Ｒ
各
社
へ
の
雇
用
要

請
、
③
中
央
、
地
方
に
お
け
る

報
告
集
会
の
開
催
、
④
闘
争
団

生
活
援
助
金
の
今
後
の
取
扱
い
）

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

２
０
１
０
年
度
新
賃
金
に
つ

い
て
は
、
国
労
東
日
本
本
部
と

JR
東
日
本
が
３
月
30
日
、
国
労

本
部
と
貨
物
会
社
に
つ
い
て
は

３
月
31
日
、
そ
れ
ぞ
れ
妥
結
を

行
っ
た
。

共
に
ベ
ア
・
ゼ
ロ
回
答
で
あ

り
、
特
に
貨
物
は
11
年
連
続
の

ベ
ア
・
ゼ
ロ
と
合
わ
せ
て
定
期

昇
給
の
半
年
先
送
り
の
実
施
と

期
末
手
当
の
年
間
３
ヶ
月
も
提

案
さ
れ
、
会
社
間
格
差
は
拡
大

の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
新
賃

金
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
。
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４
・
５

地
本
三
役
会
議

４
・
６

第
６
回
地
本
執
行
委
員
会

４
・
10

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

４
・
23

安
全
問
題
を
検
証
す
る
集
会

仙
台
・
郡
山

４
・
24

東
日
本
本
部
業
務
部
長
会
議

４
・
24

地
本
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会

新賃金諸元 2010年度
社 員 数 58,700人
平均年齢 43.0歳
平均勤続年数 21.9年
基本給額 306,808円
都市手当 19,639円
扶養手当 9,802円
合 計 額 336,249円
定期昇給額 6,594円
基準内改善 0円

新賃金諸元 2010年度
社 員 数 6,682人
平均年齢 39.3歳
平均勤続年数 19.5年
基本給額 251,889円
都市手当 12,324円
扶養手当 6,827円
合 計 額 271,040円
定期昇給額 10/1実施
基準内改善 0円

23年の時を経て、ようやく決着に辿りつ
いた。ただ、解決の報を聞くことなく旅
立った仲間が53名もおり、時間の長さを
あらためて感じる。
当事者・家族の思いとして「23年間の苦
闘が少しは報われた」一方で、「全て満
足・納得」ではないのも事実。
特に雇用問題については、現状
では全く不透明だ。ＪＲ各社に対
する正式な政府の要請はまだない
が、各社の態度は、西日本会社が
話し合いに応ずる姿勢を見せてい
るものの、北海道、九州、東日本
会社等は「困難である」「既に解
決済みの問題」とコメントしてい
るように、雇用する気配は見られない。
しかし、雇用確保を実現しないかぎり、
「路頭に迷わない」解決はない。
ＪＲ各社は、今後正式に要請されるであ
ろう政府からの雇用要請を真摯に受け止
め、更には「雇用が十分に確保されては
じめてJR不採用問題は全面解決すること
を忘れてはならない（北海道新聞）」
「ＪＲ各社は雇用を受け入れることで、2
3年間引きずってきた負の遺産を清算し、
健全な企業として新たなスタートを切る

ことができるのではないか（鉄建公団訴
訟原告団・佐久間事務局長）」という世
論と被解雇者の主張を重く受け止め、雇
用の受け入れに応じるべきである。また
我々国労も引き続きそのための闘いに全
力を挙げなくてはならない。
そして何よりも、この決着までに我々国

労は闘いの過程で多くの血を
流したことを忘れてはならな
いだろう。「１０４７名の解
雇撤回・ＪＲ復帰」の闘いの
あり方をめぐり、「４党合意」
での意見対立、その後の組織
分裂など、決して小さくはな
い代償を支払ったからだ。

だが国労は、「鉄建公団訴訟勝利判決」
から本来の「国労らしさ」を取り戻し、
その後、４者・４団体での団結を実現し
現在に至る。そして国労の統一と団結の
接着剤を担ってきたのも他ならぬ、この
不採用問題なのである。
この経験を今後の国労運動の発展、山積
する諸課題の克服の原動力として遺憾な
く発揮していくべきだろう。
それこそが、この長く苦しい23年間の闘
いから得た「糧」ではないだろうか。



東
北
工
事
事
務
所
分
会
所
属

の
佐
藤
典
彦
氏
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ

会
社
は
４
月
１
日
付
け
で
、
第

一
建
設
工
業
（
秋
田
）
に
出
向

発
令
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
佐
藤
氏
は
以
前
山

形
へ
の
出
向
の
際
、
体
調
を
崩

し
て
入
院
し
て
お
り
、
自
宅
療

養
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

同
分
会
で
は
「
一
度
病
気
で

戻
さ
れ
た
人
間
を
再
度
、
し
か

も
遠
距
離
出
向
に
出
す
行
為
が

理
解
で
き
な
い
。
全
く
不
当
な

人
事
だ
」
と
満
身
の
怒
り
を
も
っ

て
会
社
に
対
し
、
撤
回
を
求
め

る
抗
議
文
を
提
出
。

ま
た
簡
易
苦
情
処
理
会
議
を

開
催
し
た
が
、
対
立
の
ま
ま
結

果
は
覆
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
佐

藤
氏
は
異
動
に
応
じ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

【
経
過
の
詳
細
は
同
分
会
機
関

紙
ろ
ば
た
（
左
記
）
を
参
照
】

と
こ
ろ
が
、
佐
藤
氏
は
着
任

２
日
目
に
異
動
先
の
秋
田
で
体

調
不
良
を
訴
え
、
病
院
で
の
診

察
の
結
果
「
不
安
障
害
」
と
診

断
さ
れ
現
在
も
休
養
し
て
い
る
。

分
会
は
、
佐
藤
さ
ん
を
仙
台

に
戻
す
よ
う
、
会
社
と
の
交
渉

を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
分
会
と

宮
城
県
支
部
は
今
後
の
対
応
を

検
討
し
て
い
る
。

国
労
仙
台
地
本
電
気
協
議
会

は
、
４
月
24
日
、
こ
く
ろ
う
会

館
に
お
い
て
第
16
回
定
期
委
員

会
を
開
催
し
た
。
議
長
に
結
城

委
員
を
選
出
し
、
冒
頭
挨
拶
に

立
っ
た
千
葉
議
長
は
、
①
JR
東
・

貨
物
に
お
け
る
電
気
職
場
を
取

り
巻
く
実
態
②
JR
職
場
、
と
り

わ
け
貨
物
会
社
に
お
け
る
制
度
、

労
働
環
境
の
悪
化
③
技
術
力
の

継
承
と
将
来
を
見
据
え
た
組
織

拡
大
の
取
組
み
④
職
場
・
分
会

活
動
を
検
証
・
交
流
し
闘
い
の

確
認
の
場
に
、
と
述
べ
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
東
日

本
電
気
協
議
会
か
ら
高
橋
事
務

長
、
盛
岡
電
協
佐
々
木
議
長
、

秋
田
電
協
佐
藤
議
長
、
仙
台
地

本
中
島
副
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
挨
拶
を
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
経
過
、
会
計

（
決
算
・
予
算
）
、
運
動
方
針

に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。
新
役
員
は

以
下
の
通
り
。

議

長

千
葉

薫

副
議
長

堀
切

彰

事
務
長

大
橋

康

（
分
科
長
）

変
電
（
兼
）
堀
切

彰

幹
線
電
力

立
山

昭
仁

在
来
電
力

橋
本

幸
一

通

信

梅
宮

繁

幹
線
信
号

佐
々
木

照

在
来
信
号

小
林

康
広

貨

物

木
元

敏
彰

事

務

佐
々
木

茂

会
計
監
査

長
谷
川
義
浩

会
計
監
査

鳶

修
二

委
員
の
発
言
か
ら

◆
郡
山
は
外
注
エ
リ
ア
で
あ
り
、

直
轄
は
目
視
で
の
検
査
だ
が
、

隠
れ
て
補
修
作
業
を
し
て
い
る
。

点
検
と
摘
発
の
強
化
を
。
◆
春

闘
は
あ
ら
ゆ
る
闘
い
取
組
ん
だ

が
不
満
。
ス
ト
で
闘
う
べ
き
。

◆
日
貨
労
は
意
味
の
な
い
残
業

で
生
活
費
を
稼
い
で
い
る
。
超

勤
指
示
を
出
せ
と
言
っ
て
い
る

が
改
善
さ
れ
ず
◆
検
修
工
事
。

盛
岡
テ
ム
ズ
で
は
「
（
儲
か
ら

な
い
）
貨
物
の
仕
事
は
し
な
い
」

と
明
言
◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

は
良
い
取
組
み
【
貨
物
福
島
】

◆
始
業
前
の
管
理
者
の
全
体
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
一
般
社
員
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
与
え
る
◆
超
勤
。
要

員
削
減
で
負
担
大
。
設
計
科
で

は
40
Ｈ
オ
ー
バ
ー
数
人
。
昼
休

み
や
早
朝
、
夜
遅
く
ま
で
残
業
。

サ
ー
ビ
ス
も
多
い
【
仙
台
電
力
】

◆
春
闘
。
要
求
を
執
行
委
員
会

で
議
論
、
会
社
に
提
出
◆
大
越

駅
で
の
事
故
。
現
場
と
輸
送
指

令
と
の
連
絡
が
合
わ
ず
、
無
遮

断
に
近
い
状
態
が
。
指
令
に
上

げ
る
事
は
最
低
必
要
◆
若
手
が

「
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
」
の
勉

強
と
し
て
、
暗
唱
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
結
局
、
精
神
論
の
よ
う

で
浅
は
か
◆
職
場
内
で
、
東
労

と
国
労
が
そ
れ
ぞ
れ
組
合
説
明

会
を
実
施

【
郡
山
信
通
】

◆
要
求
書
を
基
に
現
場
長
と
交

渉
を
実
施
。
検
証
の
意
味
で
も

継
続
し
た
い
◆
時
間
外
労
働
33

条
の
適
用
が
人
に
よ
っ
て
違
う
。

超
勤
時
間
管
理
の
策
か
◆
新
採

に
パ
ン
フ
手
渡
し
と
話
し
か
け

を
実
施

【
仙
台
信
通
】

◆
今
冬
期
間
は
連
日
連
夜
、
障

害
事
故
が
発
生
。
少
な
い
要
員

で
あ
り
、
技
セ
・
メ
セ
の
組
み

合
わ
せ
を
気
に
し
て
し
ま
う
◆

設
備
検
査
の
規
定
値
外
の
扱
い

が
あ
や
ふ
や
。
JR
と
Ｐ
社
の
意

見
が
違
う
◆
安
全
問
題
。
ル
ー

ル
を
守
れ
と
言
う
が
、
例
え
ば

只
見
線
で
見
張
体
制
を
組
め
ば

何
人
必
要
か
。
実
態
と
し
て
無

理
で
あ
る

【
若
松
地
区
信
号
】
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Ｊ
Ｒ
会
社
は
４
月
１
日
付
け
で
、
佐
藤
典

彦
氏
に
対
し
第
一
建
設
工
業
（
秋
田
）
へ
の

不
当
な
出
向
発
令
を
強
行
し
て
き
た
が
、
そ

れ
に
対
す
る
抗
議
集
会
が
こ
く
ろ
う
会
館
で

行
わ
れ
た
。
佐
藤
氏
は
06
年
４
月
に
同
じ
第

一
建
設
工
業
（
山
形
）
へ
出
向
に
出
さ
れ
、

出
向
途
中
の
07
年
５
月
に
体
調
を
崩
し
、
一
ヶ

月
の
入
院
と
そ
の
後
三
ヶ
月
の
自
宅
療
養
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

「
事
前
に
話
し
は
し
て
い
る
」

と
回
答
し
つ
つ
、
一
発
発
令

分
会
で
は
、
今
回
の
発
令
前
の
３
月
12
日

付
け
で
、
「
①
４
月
１
日
以
降
の
出
向
予
定

に
つ
い
て
、
会
社
の
考
え
を
明
ら
か
に
②
人

事
異
動
に
際
し
て
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重

し
前
広
に
実
施
す
る
こ
と
」
を
行
い
、
そ
の

打
合
せ
の
中
で
も
Ｊ
Ｒ
側
は
、
「
い
き
な
り

の
発
令
は
な
い
。
事
前
に
話
は
し
て
い
る
」

と
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
舌
の
根
も
乾
か
な

い
内
の
一
発
発
令
で
あ
る
。

集
会
で
は
、
舟
涛
委
員
長
が
「
病
気
で
返

さ
れ
た
佐
藤
さ
ん
を
再
び
同
じ
会
社
へ
出
向
、

そ
れ
も
秋
田
で
あ
る
。
な
ぜ
佐
藤
さ
ん
な
の

か
、
全
く
分
か
ら
な
い
。
い
じ
め
と
し
か
い

い
よ
う
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
東
北
各
地
へ
出

さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
面
談
で
希
望
地

を
言
え
ば
、
そ
の
逆

の
発
令
を
し
て
く
る

の
で
あ
れ
ば
、
怖
く

て
言
え
な
い
。
今
回

の
Ｊ
Ｒ
の
態
度
は
特
に
ひ
ど
い
も
の
が
あ
る
。

怒
り
を
確
認
し
、
戻
す
闘
い
を
取
組
も
う
」

と
述
べ
た
。

健
康
で
生
活
す
る
自
信
が
な
い
・
・
。

佐
藤
典
彦
氏
が
現
在
の
状
態
を
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。
「
前
回
の
出
向
で
発
病
（
不
明

熱
と
診
断
）
し
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
ス
ト
レ
ス
か
ら
き

て
い
る
。
環
境
が
変
わ
り
、
や
っ
た
こ
と
も

な
い
こ
と
を
し
た
た
め
熱
が
出
た
。
Ｊ
Ｒ
は

そ
の
こ
と
を
認
め
た
く
な
い
だ
ろ
う
が
、
今

回
の
出
向
で
病
気
に
な
れ
ば
は
っ
き
り
す
る
。

前
回
の
出
向
で
、
妻
が
円
形
脱
毛
症
に
な

り
、
今
回
の
件
で
も
相
当
落
ち
込
ん
で
い
る
。

今
は
、
前
回
出
向
前
の
体
力
に
戻
り
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
も
妻
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
な
ぜ
自
分
が
秋
田
に
出
向
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
分
か
ら
な
い
。
健
康
で

生
活
す
る
自
信
が
な
い
。
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
の
が
大
変
な
精
神
状
態
で
あ
る
」
と

悲
痛
な
状
態
を
明
か
さ
れ
た
。

集
会
で
は
、
今
回
の
不
当
発
令
に
対
す
る

抗
議
と
、
撤
回
さ
せ
る
闘
い
を
引
続
き
行
う

こ
と
を
確
認
し
終
了
し
た
。

前号の班ニュースは衛生管理者が未選任の違法状態を曝露したもの
国労仙保班は、仙台保技セにおいて衛生管理者が9ヶ月間選任されてお

らず違法な状態であることを指摘。また資格のある国労組合員が存在す

るが、なぜか選任されないことも曝露した。

法令違反を反省することなく組合に圧力をかけ隠蔽をはかる支社
この班ニュースに対し、支社は地方本部に「事実と違うので撤去する

ように」と抗議。理由は「4月1日に資格者を配置した」とのこと。組合

は「4月1日に配置されたことは周知されていないため、ニュースを掲示

した時点では分からない」と主張したが、不在であった9ヶ月間の法令

違反には触れず、11日間だけを問題にしており、法令違反に対する反省

は無いようだ。

先週末に、掲示板から撤去された
支社は、先週末に掲示板からニュースを撤去するという暴挙を行い、

他の分会でも撤去するように指示された箇所も。

圧力をかけ黙らせるという支社のやり方は第２の信濃川発電所不
正取水問題を引き起こす
JR東日本は、全社を挙げてコンプライアンスを取組んでいるが、支社

の今回のやり方からは、そういう構えが全く感じられない。支社は、信

濃川不正取水問題から一体何を学んだのか？あのような問題を2度と引

き起こさないためには、会社が謙虚な姿勢を持ち、労組や社員の意見に

耳を傾け、風通しのよい職場、企業風土を作らなければならないと考え

る。違反した実態の曝露に圧力をかけ隠蔽をはかったり黙らせるという

支社のやり方では職場に問題があっても表面化せず、第2の信濃川発電

所不正取水問題が引き起こされてくると思う。

退
職
の
お
知
ら
せ

３
月
31
日

菅
野

勉
さ
ん

岩
沼
駅
連
合

斎
藤
志
津
子
さ
ん

郡
山
駅
連
合エ

ル
ダ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


